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訂
中
世
の
医
学
者
ア
ル
ナ
ウ
・
ダ
・
ビ
ラ
ノ
バ

一
般
に
ア
ル
ナ
ル
ド
ゥ
ス
あ
る
い
は
ア
ル
ナ
ル
ド
・
デ
・
ビ

ラ
ノ
バ
と
し
て
知
ら
れ
る
ア
ル
ナ
ウ
・
ダ
・
ビ
ラ
ノ
バ
は
、
モ

ン
ペ
リ
エ
の
医
学
校
で
教
鞭
を
と
っ
た
中
世
の
医
学
者
で
あ
る
。

出
身
は
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
（
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
中
心
と
す
る
ス
ペ
イ

ン
の
北
東
地
方
）
と
い
わ
れ
、
演
者
は
今
も
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
で

ア
ル
ナ
ウ
の
活
発
な
研
究
と
出
版
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
文
献
を
入
手
し
た
。
こ
れ
ら
の
文
献
は
、
四
編
が
ア
ル
ナ

ウ
の
伝
記
・
研
究
書
で
、
う
ち
三
編
が
カ
タ
ル
ー
’
一
ャ
語
で
書

か
れ
、
一
編
は
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
文
献
の
ス
ペ
イ
ン
語
訳
で
あ

る
。
他
の
二
編
は
、
一
九
九
四
年
、
二
○
○
四
年
に
バ
ル
セ
ロ

ナ
で
開
催
さ
れ
た
ア
ル
ナ
ウ
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

記
録
で
あ
る
。
以
下
、
推
定
を
含
ん
で
、
ア
ル
ナ
ウ
の
生
涯
を

概
観
す
る
。

ア
ル
ナ
ウ
は
、
一
二
三
五
年
ご
ろ
、
バ
レ
ン
シ
ア
近
郊
に
生

泉
彪
之
助

介
護
老
人
保
健
施
設
陽
翠
の
里

ま
れ
た
。
ア
ル
ナ
ウ
が
生
ま
れ
る
百
年
ほ
ど
前
、
バ
ル
セ
ロ
ナ

伯
と
ア
ラ
ゴ
ン
王
の
一
人
娘
と
が
結
婚
し
て
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
・

ア
ラ
ゴ
ン
連
合
王
国
が
成
立
し
て
い
た
。
バ
レ
ン
シ
ア
は
イ
ス

ラ
ム
教
徒
に
支
配
さ
れ
て
い
た
が
、
ア
ル
ナ
ウ
が
生
ま
れ
た
こ

ろ
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
・
ア
ラ
ゴ
ン
連
合
王
国
に
征
服
さ
れ
た
。

バ
レ
ン
シ
ア
は
現
在
、
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
言
語
圏
に
属
す
る
。

ア
ル
ナ
ゥ
は
モ
ン
ペ
リ
ェ
で
医
学
教
育
を
受
け
、
神
学
も
学

ん
だ
。
南
仏
が
以
前
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
の
一
部
で
あ
っ
た
な
ど
、

カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
と
モ
ン
ペ
リ
エ
が
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
か
ら

だ
と
い
う
。
ア
ル
ナ
ウ
は
土
地
の
女
性
と
結
婚
し
、
六
、
七
年

を
モ
ン
ペ
リ
エ
で
過
ご
し
た
が
、
ナ
ポ
リ
に
移
り
、
そ
こ
で
学

習
を
続
け
た
。
や
が
て
モ
ン
ベ
リ
エ
で
母
校
の
教
授
と
な
り
、

一
○
年
間
教
鞭
を
取
っ
た
。
そ
れ
に
先
立
っ
て
ア
ラ
ゴ
ン
王
の

侍
医
と
な
り
、
そ
の
子
の
ア
ラ
ゴ
ン
王
、
シ
チ
リ
ア
王
、
さ
ら

に
は
ロ
ー
マ
教
皇
の
侍
医
と
な
っ
た
。
一
二
八
二
年
に
、
有
名

な
「
シ
チ
リ
ア
の
晩
祷
」
事
件
が
起
こ
り
、
シ
チ
リ
ア
か
ら
フ

ラ
ン
ス
占
領
軍
が
追
放
さ
れ
、
ア
ラ
ゴ
ン
王
が
シ
チ
リ
ア
王
を

兼
ね
、
後
に
息
子
た
ち
が
両
方
の
王
位
を
継
い
だ
の
で
あ
る
。

ア
ラ
ゴ
ン
王
の
大
使
と
し
て
パ
リ
に
滞
在
中
、
ア
ル
ナ
ウ
は



日本医史学雑誌第53巻第1号(2007)99

異
端
を
疑
わ
れ
て
投
獄
さ
れ
、
地
位
の
あ
る
友
人
た
ち
の
斡
旋

で
釈
放
さ
れ
た
。
ロ
ー
マ
に
も
ど
っ
て
、
ふ
た
た
び
教
皇
の
侍

医
と
な
っ
た
。
ア
ル
ナ
ウ
は
多
く
の
土
地
を
訪
れ
て
い
る
が
、

故
郷
バ
レ
ン
シ
ア
で
は
、
ド
ミ
ニ
コ
会
士
と
論
戦
し
た
。
異
端

審
問
に
も
遭
っ
た
。
ま
た
マ
ル
セ
イ
ユ
で
は
、
同
じ
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
人
の
思
想
家
ラ
モ
ン
・
リ
ュ
イ
と
親
交
を
結
ん
だ
。

三
一
二
一
年
、
ア
ル
ナ
ウ
は
、
シ
チ
リ
ア
の
パ
レ
ル
モ
か
ら

の
帰
り
？
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
に
近
い
と
こ
ろ
の
船
上
で
死
去
し
た
。

ア
ル
ナ
ウ
の
医
学
的
業
績
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
げ
ら

（
１
）
ア
ル
ナ
ウ
は
多
く
の
著
述
を
残
し
た
が
、
医
学
で
も

沢
山
の
著
作
を
書
い
た
。
そ
れ
ら
は
大
き
な
影
響
を
持
っ
た
が
、

中
で
も
（
ａ
）
ア
ル
コ
ー
ル
の
、
消
毒
薬
、
創
傷
治
療
薬
と
し

て
の
薬
効
、
（
ｂ
）
感
覚
神
経
、
運
動
神
経
の
記
述
、
（
Ｃ
）
麻

輝
の
種
々
の
面
の
記
載
等
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
『
ア
ラ
ゴ
ン
王
へ
の
養
生
訓
」
の
執
筆
。
『
サ
レ
ル
ノ

養
生
訓
」
の
最
初
の
詳
し
い
注
釈
。

れ
て
い
る
。

医
学
史
上
は
こ
の
よ
う
な
業
績
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
医
師
と

し
て
の
ア
ル
ナ
ウ
は
、
宮
廷
侍
医
と
し
て
の
経
歴
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
ア
ル
ナ
ウ
は
、
錬
金
術
師
と
い
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

医
学
だ
け
で
な
く
諸
学
の
天
才
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は

中
世
と
い
う
時
代
も
あ
ろ
う
。

神
学
に
お
け
る
ア
ル
ナ
ウ
の
苦
闘
も
注
目
さ
れ
る
。
異
端
を

疑
わ
れ
た
こ
と
は
有
名
だ
が
、
改
革
主
義
者
と
し
て
の
ア
ル
ナ

ウ
の
活
動
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。


